
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一

〇
校
長
及
び
教
員
の
採
用
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一

〇
県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一

〇
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

二

教
育
委
員
会

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

 

　

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
技
術
職
員
」
を
「
、
技
術
職
員
又
は
学
芸
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

校
長
及
び
教
員
の
採
用
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

校
長
及
び
教
員
の
採
用
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

校
長
及
び
教
員
の
採
用
手
続
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

「保
健
体
育

　
　

「保
健
体
育

　

様
式
第
五
号
中　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　

に
、「特

別
選
考

」
を
「選

考
種
別

」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

選
択

」　

　

種
目
選
択

」

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
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第
二
十
六
条
の
表
中

「

宮
城
県
築
館
高
等
学
校

宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校

宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
等
学
校

宮
城
県
鶯
沢
工
業
高
等
学
校

栗
原
市

を

宮
城
県
一
迫
商
業
高
等
学
校

」

「

宮
城
県
築
館
高
等
学
校

宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校

宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
等
学
校

宮
城
県
一
迫
商
業
高
等
学
校

栗
原
市

」
に
改
め
る
。



　
　
　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
二
十
七
条
の
三
中
「（
保
健
主
事
に
あ
つ
て
は
、
教
諭
又
は
養
護
教
諭
）」
を
「（
保
健
主
事
に
あ
っ
て
は
教
諭
又

は
養
護
教
諭
、
高
等
学
校
の
舎
監
に
あ
っ
て
は
教
諭
又
は
常
勤
の
講
師
）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
原
簿
）

第
二
条
の
二　

教
育
委
員
会
に
指
定
書
の
原
簿
を
備
え
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

当
該
指
定
有
形
文
化
財
の
名
称
及
び
員
数

二　

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
年
月
日

三　

当
該
指
定
有
形
文
化
財
が
建
造
物
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
構
造
及
び
形
式

四　

当
該
指
定
有
形
文
化
財
が
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寸
法
、

重
量
又
は
素
材
そ
の
他
の
特
徴

五　

指
定
書
の
記
号
番
号

六　

当
該
指
定
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所

七　

当
該
指
定
有
形
文
化
財
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

２　

指
定
書
の
交
付
又
は
再
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
原
簿
に
交
付
又
は
再
交
付
の
年
月
日
及
び
再

交
付
の
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
、
か
つ
、
こ
の
原
簿
に
掛
け
て
当
該
指
定
書
に
割
印
を
押
す
も
の
と
す
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
」
の
下
に
「
、
当
該
指
定
有
形
文
化
財
を
移
動
し
よ
う
と
す
る

日
の
十
日
前
ま
で
に
」
を
加
え
る
。

　

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
原
簿
）

第
十
六
条
の
二　

教
育
委
員
会
に
認
定
書
の
原
簿
を
備
え
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
無
形
文
化
財
の
名
称

　

二　

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
年
月
日

　

三　

当
該
指
定
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
名

　

四　

認
定
書
の
記
号
番
号

２　

認
定
書
の
交
付
又
は
再
交
付
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
前
項
の
原
簿
に
交
付
又
は
再
交
付
の
年
月
日
及
び
再

交
付
の
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
、
か
つ
、
こ
の
原
簿
に
掛
け
て
当
該
認
定
書
に
割
印
を
押
す
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
四
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
十
五
条
中
「
指
定
有
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
「
指
定

有
形
民
俗
文
化
財
」
と
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
条
例
第
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
様
式
第
一
号
中
「
指
定
有
形
文
化
財
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
四
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

　

（
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
通
知
及
び
指
定
書
の
交
付
）

第
二
十
四
条
の
二　

教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
当
た
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
団
体
（
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と

を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
代
表
者
の
定
め
の
あ
る
も
の
。
以
下
「
保
護
団
体
」
と
い
う
。）
の
代
表
者
に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
指
定
書
（
様
式
第
十
九
号
の
二
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
指
定
書
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
、
又
は
滅
失
し
、
若
し
く
は
破
損

し
た
場
合
に
は
、
当
該
保
護
団
体
の
代
表
者
は
、
指
定
書
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
そ
の
再
交
付
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
様
式
第
二
号
中
「
指
定
有
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
、「
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
解
除
の
通
知
及
び
指
定
書
の
返
付
）

第
二
十
四
条
の
三　

教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
解
除
し
た
と
き
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
が
解
除
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
解
除
の
際
に
お
け
る
当
該
無
形
民
俗
文
化
財

の
保
護
団
体
の
代
表
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
保
護
団
体
の
代
表
者
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
当
該

指
定
書
を
教
育
委
員
会
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
準
用
）
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第
二
十
四
条
の
四　

第
十
六
条
の
二
の
規
定
は
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
書
」
と
、「
指
定
無
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
と
、

「
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、「
保
持
者
又
は
保
持
団
体
名
」
と
あ

　

る
の
は
「
保
護
団
体
名
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
八
条
の
見
出
し
を
「（
指
定
の
通
知
及
び
指
定
書
の
交
付
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
そ
の
旨
を
」
を
削
り
、「
権

限
に
基
づ
く
占
有
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
権
限
に
基
づ
く
占
有
者
並
び
に
条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
管
理
団
体
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
指
定
書
（
様
式
第
十
九
号
の
二
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
三
条
の
見
出
し
を
「（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
係
る
準
用
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
二
条
及
び
第
十
三

条
」
を
「
第
十
二
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
、
第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
指
定
有
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
」
と
、
第
三
条
第
一
項
中
「
条
例
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
条
例
第
四
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三

条
中
「
修
理
」
と
あ
る
の
は
「
修
復
」
と
、
第
十
六
条
の
二
中
「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
書
」
と
、「
指
定

無
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
と
、
同
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
条
例
第
十
六
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
保
持
者
又
は
保
持
団
体

名
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
、
権
限
に
基
づ
く
占
有
者
又
は
管
理
団
体
名
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
三
十
五
条
の
見
出
し
を
「（
選
定
の
通
知
及
び
選
定
書
の
交
付
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
通
知
す
る
」
の
下
に
「
と

と
も
に
、
申
出
市
町
村
に
選
定
書
（
様
式
第
十
九
号
の
二
）
を
交
付
す
る
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
条
の
見
出
し
を
「（
文
化
的
景
観
に
係
る
準
用
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条

の
二
、
第
二
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
の
二
中
「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
「
選
定
書
」
と
、「
指
定
無
形
文
化
財
」
と

あ
る
の
は
「
選
定
文
化
的
景
観
」
と
、
同
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条

例
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
、
同
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
保
持
者
又
は
保
持
団
体
名
」
と
あ
る
の
は
「
申
出
市

町
村
名
」
と
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
四
十
二
条
第
一
項
」
と
、

「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
条
例
第
四
十
二
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
四
十
二
条
の
見
出
し
を
「（
保
存
技
術
に
係
る
準
用
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
の
二
及

び
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
の
二
、
第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
中
「
指
定
無
形
文
化
財
」
と
あ
る
の
は
「
保

存
技
術
」
と
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
四
十
四
条
第

一
項
」
と
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
中
「
保
持
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
保
存
団

体
」
と
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
中
「
指
定
」
と
あ
る
の
は
「
選
定
」
と
、
第
十
七
条
第
一
項
中
「
条
例
第
十
七

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
四
十
五
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
第
二
項
中
「
条
例
第
十
七
条
第
五
項
」
と

あ
る
の
は
「
条
例
第
四
十
五
条
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

様
式
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

 

（3）　 平成23年３月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第30号　　 



 

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

号外第30号　平成23年３月31日　木曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）
様
式
第
19号
の
２
（
第
24条
の
２
，
第
28条
，
第
35条
関
係
）

記号　番号

　　　指　定（選　定）書

　　指定（選定）名称

　　　　　　　　　　　保護団体名

　　　　　　　　　　（所有者、権限に基づく占有者、管理団体名、

　　　　　　　　　　　申出市町村名）

　
　　　　　　　　　指定無形民俗文化財

　　右を宮城県　　指定史跡名勝天然記念物　　に

　　　　　　　　　選定文化的景観

　　指定（選定）する

　　
　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　宮城県教育委員会

（
注
）
用
紙
に
は
県
章
を
す
き
入
れ
す
る
。
大
き
さ
は
，
縦
29.5�

，
横
41�
と
す
る
。
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